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はじめに

アフガン戦争とイラク戦争は、ポストコロニアルの時代に、非ムスリム国家がムスリム

主権国家に対して公然かつ一方的に行った軍Ｊ１:'19占領であるという点で、大きな雁史的意

義のある事件であった。ロシア政府はアフガンiiiLｲﾄに際して、アメリカやＮＡＴＯの勢力拡

張を警戒しつつも、欧州<緒国がロシアのチェチェンiii腱争を黙認する期待と北部同MMを援助

してターリバン政lli:や国際ワッハーブ主義を寵ilillする政策の延長から、反テロリズム戦争

自体を支持し、ｆｌらも首都カープルに医療班を派造して住民の治療に当たった。一方、ロ

シア国内のイスラーム教宗教指導者の間には、アメリカ箙の空爆が迫るにつれ微妙な発言

が見られるようになり、タタルスタンではターリバン政権が発したジハード撒誌に呼応し

てアフガニスタンに繼醜１１(を募集する運､jさえ起こった。ロシアの最高ムフテイーである

タジュッディンやモスクワのムフティーで、ヨーロッパ都ロシアのムスリム指蝉者ガイヌ

トッデインの兄１１Wは、共に否定的あるいは消極的反対であった。

タジュッデインは、『独立新聞』のミハイル・トウールスキーMikhailTurskijのインタヴ

ュー記事で次のように述べている。

「ターリバンに対する柵復作戦についてどう思いますか？という質問に対して、師はこ
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の様にIlIii1ることができますと述べた。２，３人のテロリストが、５０人もの乗客が乗ったバス

を乗っ取ったとします。彼らを罰するためにバスごと射盤するようなものです。テロリス

トとは戦わなければなりません。しかし、そのようにしてではありません。アフガニスタ

ンにはＣＩＡの支持で作られたキャンプが２０個所もあります。さて、アメリカ人は、勿論、

彼らを'１１Iすることができます。さて、私は今アフガニスタンからの報道を観ていますが、

そこでは人々がどんな生活をしているか映されています。飢えた、ぼろを群た人々がロバ

に乗っています。家は全て破壊されています。アメリカ人はこの20ｲ'二''１１まともな姿で残っ

ていた趣物をもう全部破壊してしまいました。私はムスリムとして、ムフテイーとして、

一人の人ＭＩＩとしてこの爆盤を非難します。アメリカ人はこのｌＵ:界でiill:が主人かを見せたか

ったのでこの爆蟻を災行したのです。スペインにはバスク人のテロリストがいますし、北

アイルランドにもテロリストがいます。これから彼らを燦蝶するとでも言うのですか。残

念なことにアメリカ人は、この苦しみ抜いたアフガニスタンで縦が|Ⅲ界の主人か見せ付け

ています。もし彼らが本当にテロリズムと戦うのなら、やり方を知っています。アメリカ、

ヨーロッパ、ロシアの特殊任務員と特殊部隊の力を合わせなければなりません｡そうすれ

ば平和な住民に大きな被害を与えずにテロリストに勝利することができます」。

更にモスクワのムフテイー、ガイヌトッデインも「アメリカ合衆国と同MM諸国は空爆で

世界を変えることはできません。テロリスト攻撃の背後にいる人々は、座して死を待って

いるのではありません。彼らは隠れようとするでしょう。これらの空燃はアフガニスタン

の鴨ｊｍのilT民を傷つけるでしょう」。「我々ムフティーも、アメリカとＮＡＴＯは国連安保

]ql1I1I:会の承認なしにアフガニスタンの村や町を空爆するようなことはないと信じています。

ムスリム諸国のムフテイー達は、アメリカのものの見方や１１駁liに従って平和、秩序、民主

主鍵、Ｉ÷1111をlIllし付けるアメリカの望みを嫌っています」。「ロシアには’千900万から２

千万のムスリムがいます。彼らは３８の民族からなるロシア連）;Uに生まれた人々です。これ

らの人々は国家の雑礎です。政治家が-|一宇軍や文ﾘ1の術突などと言い'1付と、それはとて

も危険です。｜郵家はそれ自体とli蝋うことはできません。牧々は、liTIじ一つの|玉|に住む同じ

一つの国民です」。「我々、宗教指導者はプーチン大統領にロシアがアフガニスタンに対

する戦争に参力Ⅱすることは間違いであると、進言しました」などと述べた。

また、アフガン戦争でロシアに対する聖戦を宣言した集団は、ＩＩｊ１５Ｈモスクワで記者

会見を|)M催し、同様の見解を表明した。ロシアＮＴＶの報道によるとナフィグッラー・アシ

ロフの発言は、以下のようなものである。「アフガニスタンではロシア連邦が参加してイ

スラームに対する-|一宇躯戦争が行われている」。「彼の言葉によるとロシアのムスリムは、

ムスリム潴国に対する攻撃的政策にけして同意しない。これについて、ムフテイーはアメ

リカ合衆国と連合fIfがアフガニスタンでおこなっており、またロシアを初めとする国際社

会がこぞって支持している反テロリズム作戦は、アフガニスタン国民に対する、またター

リバンに指導されている主権国家に対する戦争であると確信している」。「ナフィグッラ

ー．アシロフは、神とiiiRうことはおろかであるからアメリカ人は破滅するであろうと確信
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している」。「ロシアのムスリムは夫々、バリケードのどちら側で戦うのか早忽に|ﾘ|らか

にしなければならない｣。「ムスリム各人は､アフガン国家防衛者の側で戦う椛利がある｣。

「ｌｌｌｌもなくロシアでは、幾醐兵を登録するイスラーム組織が現れるであろう」。イラク戦

争に際して、プーチン大統賦は、米英躯が国連決定のないままに、一方的にI彼争を行うこ

とに反対したが、これにはイラクにおけるロシアの訂ilII権益、独仏との地政学的協iilM、と

共に国内ムスリムの反応に対する慎並な判断（BeIiclilct・com/Stoly/124/ＳＩＯ【y-l2442

html）等を蝋酌したものと考えられる。ロシア・ムスリム指導層の戦争反対の見解も明ら

かである。特にタルガット・タジュッデインは祇極的にIjilIi蝿阻止の活動を行なった。タジ

ュッデインはロシアI|息教会と脇ﾉﾉして、ロシア宗教者ii1jイラク団を結成、マガダンのフェ

オファンFcoInn主教他il具教会代表２名とＩＭｉのムスリム代表団を率いて、２００３イIﾕｺ月に

イラクを訪問して、イラク政府首脳に戦争回避のi税１１卜をした。－時、人'１１１のﾉ面を務める意

向があるような報道もなされたものの、結局lIll戦iMiflロシアに帰|型Ｉしたが、この旅行は彼

がロシア・ムスリムの指導者であることを全lU:界に対して印象付けるものになった

（Ignat，ev,A､MuliiiTadzhuddinnestaI＜<zI1ibymsbshilomBagdada＞>,jVC-jWjgii･Ｎｏｓ,Ｍａｎ

1,,2003;Nedumov,0.lsIamskiclidcTystlQjatsl1avokrugK肥mUao/VG,Mall27ﾕ003;Silam℃v・Ｐ、

Khristianeimusul，mancobc，，diniIis，protivSSI-lA,/VC-ﾉWigii,Ｎｏ．6,Aprel''1,2003）。

さて、イラクIiili罪の趨勢が定まった４ﾉﾐI初め、ロシア・ムスリムにとって、１ｋ火かつ不

可解な事件が起こった。タジュッデイン師が、戦争の趨勢がほぼ決定した４)１３１１、バシ

ュクルトスタンのウーファで開催された反戦集会でアメリカに対する聖戦を布告したとい

う報道がなされたのである。この布告に対して国内ムスリム組織から直ちに憐否iilbi論の反

応が見られたが、師のｊ９ｉＩﾘ|の11男確な文言は伝えられておらず、状況は不Ullである。少なく

とも、聖戦を布告したという文脈での本人確認はなされていない。また、戦争を?IlilMiする

何らかの具体的行鋤も報道されていない。治安当局者からの＝メントはなされたが、政府

首脳、議会関係者からのコミュニケは発表されなかった。このように、ロシア第２の宗教

であるイスラーム教価|体の趨勢は、ロシアの対Iﾉﾘ外の政策に重大な意味を持つと考えられ

るが、ここでは偏者数と組織の問題に限って述べる。

１ロシアのムスリム人口と分布

ロシアの人ｕ調査は、ソ述時代の調査と同じく偏教ｶﾞﾘの調査を行っていないので、ムス

リム人口について、さまざまJIj：推計が行われている。ムスリム政治・文化迦1,1の活動家で

アゼルバイジャン人のゲイダル・ジェマルGqidarDzhcma1’は、］５から20％（Kislovo

PavcI・OejdapDzI1emaWo“ｒ幻｡,No.3.19（wl1oiswho・ru/russian・Password/iournaIs/31118/gzem

alrhlm)とする。２千150万から２千,00万人である。他にもイスラーム運動の措輔者たちは

しばしば、２千，百万人、ロシア総人口の２０％のムスリム人口があると主張するものがあ
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る（Tul，Ski,MikhailVakhkhabityvRossiipobezhdayutumerennykhMusul,uman?JVC.,2001,

6,19）。（数値１とする）しかし、この積算の根拠は畷昧にされていた。

「イスラームに向かう北コーカサス」、『今ロのロシアにおけるイスラームの復興』等

の著者マラシェンコMaIashenko,ＡＶ・の見解によると、２００１年１２月の「宗教とロシアの国

家安全保障問題」会議では、２０年後ロシア国民の３分の1は、モスクワ、サンクト・ペテ

ルブルグの人口の４０％、軍隊の５０％がムスリム（Malashenko,AlekcejRech、Stronnikov

Yel，tsina-Musul，maneJVGl996,6,6)によって占められるようになるであろうと述べる。もし、

２０年後ロシアでは人口の３分の１がムスリムで占められるとすると、現在はロシアの人口

のどの程度がムスリムなのであろうか。マラシェンコは、信者としての個人ではなく、信

者が帰属する民族全体をムスリムとみなすことを主張し、以下のように推計している。2000

年に「ロシア国家勤務アカデミーRAGS」の研究者は、「イスラームの伝統に従う人々」を

’千５００万人と推計した（数値４）が、彼は、この数字はロシア国籍所持者については、実

態に近いと考えた。しかし、ロシアには多数のムスリム旧ソ連市民人が居住していること

は、よく知られている。アゼルバイジャン人だけでも５０万人から１５０万人に達する。モ

スクワで２０世紀末にシーア派のモスクが開かれ、他の都市にも開設の気運がある。またア

ゼルバイジャン人に継ぐ人口を持つカザフ人々口も百万を超えている。ロシアに居住して

いる外国人ムスリムの人口は１５０万人を数え、彼らと結婚しているロシア人女`性と子供た

ちの数、信者という観点であると200-300万を超えないであろうが、これを入れると２千万

人に近いであろう。誰をムスリムとみなすか対極的な考え方があるが、マラシェンコは、

民族・文化的伝統に注目しロシアのイスラム人口が２千万人であるとする（数値２）。そ

の数はロシア全人口の１２％を占めるが、インドのムスリム人口の割合と同様であり、フィ

リピンの5-6％を遥かに超えること。また、ロシアにおいては、ムスリムは民族的であるこ

とことを強調している（MaIashennkoJslamipoIitika,str､7-8）。

また、先に述べたようにモスクワのムフティー、ガイヌトッデインは信者総数をＬ，千万

から２千万とするが、これら信者団体が用いる数字は外国ジャーナリズムによってもその

ままロシア・ムスリムの概数として用いられている（Renik,K｣slaminRussia-Divided

4,2000,N0.23(http:"wwwwarsawvoice． Dｙv606/NewsO2html)；LoyaIties,7ﾙｅﾘﾘﾉiFmrqwl/bj“,June

ZwischenChristosundAⅡah,kreuz+quer,210.2000um23・O5UhrinORF2(型､』型giQLorfat/tv／

kreuz/klO32Ihtm)。研究者の中でも、人、学者ではないがコビシチヤノフ（Kobishshanov，

JuMMusurmanevRossii,str.,６１）は、ムスリム人口を非ロシア国籍者を含め２千万人、総人

口の７分の１とする。即ち、１４３％である。

他にも、ボリヤコフPoUakov,Ｋ,Lは、格別根拠を示さないが、ロシア連邦のムスリム人口

を12.5％とした。’千８百万人である（数値３）。

次に『イズヴェステイヤ」誌のマクスイム・ユースインMaksymJusin記者は、１９８９年実

施のセンサスに基づき、ムスリム人口を１千179万人であると推定した（Skorkounas

Musurman,い"jjm,2001年１０月１７日）。これは単純な方法による。つまり、１９８９年センサ
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スには宗教のlIMlはないが、氏族の項目はあるので、仏統的にムスリムであると埒えられて

いる民族集団の人'1の総,ｉｌを行ったものである。ノノ法的には|Ｈ１題があるが、数lir:的にはlﾘ｜

脈であるこの椎『汁は、様々なジャーナリズムでも)|Iいられている（例えばラジオ｢IllIヨー

パhttp"ｗｗｗ､racoon.｢i虹ａ ｏｕＩｌちこロツ

の数字は１千1790ﾉﾉ人であり、オセット人、チュヴァシュ人、ウドムウイルト人、マリ人

をすべて非ムスリム、カバルダ人、タタル人をすべてムスリムをして棚殺すれば、Ｉの想

定ロシア・ムスリム人１１がほぼ災数に近く、条件が終えば'111もなくイスラーム教徒の数は

１Ｔ300万人､余人１１の９％になるであろうというのが､ユースインの結論である(数m[5)．

しかし、この数字は２「〃人には遠く及ばず、まして人｢1の２０％というのは、ソjUIZのムス

リム人L1の百分比を機械的に週11ルたのであると号えている（Jusin.Ｍ,Skorkounas

MuSurman上２００１イド１０)１１７１｣）。同Ｉ兼にＩ９８９Ｉ１ｉセンサスの数に自然・ド|:公剛（Analo

lijVishnebskijによる）をjⅢえると、１９９９年のムスリム人１１は’千３１７万人になるというの

が、当局の見解である（TurskUMikhail､VakhkhabilyvRossiipobezhdayuIumcrcnnykI1

Musul､man?.A/G2OOL6J9））。１千300万人という概放は、Kosichkina.Ｍ・TheAnti-Tcrrorist

Operation.Ｐ(〕ﾉjﾉﾉwA,No.39.24.0ct､2001(subscribc・ru/archive/media・politics/200110/24152959.texl）

でも川いられている

ソ連におけるムスリム人l｣Ⅱ儒|･をムスリム民族の人11の集計によってｲ「うというﾉj法は、

エレーヌ・カレーヌーダンコースHeIencCarl℃nedoEncauscにも見られる（『Ⅲi壊したソ連帝

同一諸民族の反iliL』１９７８{1{、IrIi橘武智訳団初版新ｉｉ１２,滴、111版藤原書店、１９９０〈１２）。女史は、

ソ連邦の「ムスリム１１１身行」（Iiii掲書406elpassim）が、「５千〃以１Jであると述べたが、

推計の根拠あるいは過礎を示すようなことはしなかった。これは、女史が人１１統,汁をi没け

て厳密に分析した他の喫件とは精度において腿なったレベルの問題であったからであろう。

また、イスラームは帝'14に対する反乱の'１１心にはならないという判断があったからであろ

うか。

一方では、伝統的にムスリムがマジョリテイーであった民族から信仰を持っていない

人々の割合を算定して、総数から減じ、｜高仰荷としてのムスリム人、を探る'1業もなされ

ている。ミハイル・トウールスキーは、１９９６(12のIilM代ではタタルスタンに仇むタタル人の

60％（都市）、８８％（膿付）しか伯者であると''1<'｢せず、また’999年では、７７％が伯荷で

あると答えたものの、その１ﾉﾘ７％は正教徒であることをあげて、人LI統計の氏族別人1-1数

の合計ではIILい数ｌｌｌｆは１１卜られないと考え、数flliの|Ⅱ§iMiiiiMl資の結果を利１１ＩしてI[liM1なムス

リム人口を割り出そうとI試みた。まず、『|Ⅱ:iMiiObshshestvennoemnenie」２０００ｲＩ１６ｊ１は、

ロシアのムスリムを総人１１の4.2％、モスクワでは、２９％とみなし、『'1t諭Obshshcstvcnnoe

mnenic』Z00IfF5ノ1では－余ロシア人｢1の５％、モスクワ人1｣の２％と推進した二とを紹

介した。２００１年Ｉノ1の椎‘汁では、ロシアの人｢1は、’億４千５百万、モスクワの人11は８

百４０万人である｡また､モニタリングMonitoring社のI凋査によるとZOOOflZI2ノ1の段階で、

何らかの宗教を信じているロシア国民は５５％、その内９１％は、正教徒、９％がムスリムで
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あった。すなわち、信者全人口の４９５％がイスラーム教徒である。また、ＲＯＭＩＲ（科学ア

カデミー社会政策研究所）の１９９９年９月の調査（1999年１１月発表）では、全ロシア人口

におけるムスリムの割合は、4.2％から６％であった。２００１年の推計総人口を上記の１億４

千５百〃人とすると、上の調査に基づくロシア・ムスリム人口は最低６０９万人、最高８７０

万人となる。さらにトウールスキーは、この数字は地域別に別個の調査で得られるロシア

のイスラーム人口の推計数7-9百万と一致すると結論を導いた。これにロシア民族の

（russkie）ムスリム数を算入し６％、８－９百万（数値６）がロシア（rossiskie）のムスリム信

者数として適当であるという結論を－Fした（Tul,skijMikhail､VakhkhabityvRossiipobezh

dayutumerennykhMusl,uman?JVCユ00L6,19）。上記のマラシエンコも、こと信者数という

観点に関する限りは、トウルスキーの説を支持する。

ロシア・ムスリムの人口に関しては、誰をロシア・ムスリムに数えるかとう判断の違い

によって、８－９百万人(数値６）から２９－３千万人(数値１）という幅の広い数が得られるが、

ロシアのムスリム信者組織自体は、２千万人（数値２）という数字を掲げている。また、細

部にわたっては、どの民族を伝統的なムスリム民族に数えるかという問題も残っている。

例えばヤロスラヴ州のクルド人はイェズィディ教徒であって、むしろ民族名称自体をクル

ドからヤズディと変更する希望を持っている（PushkarDmitry＆TutaevBucolic､Scnenewith

Ex-Mayyor,Sky-diver,Yezidis,ＭＭＮ0.2-3,2003）。

信者数を統計的に把握する社会学者の科学的態度に拘わらず、次のような考え方もある。

「＜ムスリム＞は何かは、補単には明らかにできない。一方では、＜自分はムスリムであ

る＞というアイデンティティーがあり、それ以上の問題ではないかもしれない。ムスリム

の中には一生の中一度もモスクに行かず、食事の規制を守らず、一度もコーランを開かな

かった世俗的人間も自分をムスリムであると考える。多かれ少なかれ彼らは、自分達が他

のロシア人から区別されていることを切実に感じている。＜ムスリム民族＞のほとんど

100％が、自分をムスリムであると考える。これはロシア人における正教アイデンティティ

ーよりはるかに高い（種々な資料によると６５％から７５％）。自分をムスリムであると考え

ないくムスリム民族＞もあるが(例えば、正教徒タタル人、無神論者など)統計的に極く僅か

である（ZabeⅡ０，Ja・Ochomdumaetbezmolvnoemen，shinstvo?,RusskijZhumalJIljuIija2002＝

www､russ・ru/politics/2002071I-zahhtml）」。

ラジオ自由ヨーロッパ/ラジオ・リバテイー（I1ttp:"racoonriga｣v/minelres/archive"lO24299I

-17:03:S9-l84qhtml）が、『イズヴェステイヤ」（2001年10月ｌ７Ｌ１号）ユースイン論文に

掲載の表をそのまま転載し、題目だけを「伝統的にイスラム教であるロシアの諸民族」と

した表は、以下の如くである。

タタル人

ダゲスタンの諸民族

バシュキル人

5,522,000

1,749,000

1,345,000
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ン

チェチェン人

カザフ人

カバルダ人

アゼルバイジャン人

イングーシ人

カラチャイ人

ウズベク人

アドウゲイ人

バルカル人

チェルケス人

キルギズ人

トルクメン人

タジク人

アバザ人

クリミア・タタル人

899,000

63,600

38,600

336,000

21,500

150,000

1207.000

123,000

78000

51,000

42000

40.000

38,000

33,000

21,000

(ダゲスタン人には、アヴァル、ダルギン、クムイク、 レズギン、 ラク（テキストでは、

ラズ）、タヴァサラン、ノガイ、ルトワル、アグル、ツァフルの諸民族が含まれている）。

合計は’千］７９〃１千人であるが、クルド人、メスヘテイ・トルコ人などが含まれてお

らず、ノガイ人はすべてダゲスタン民族に計上され、ターティー人がダゲスタン住民とし

て認識されないなどの問題点が残る。

地域別に見ると、ロシア連邦余８９筒の構成体の内ムスリムが半数以上であるのは、タタ

ルスタン、バシュコルトスタン、カラチャエヴォ・チェルケスィア、カバルデイノ・バル

カリア、イングシェテイア、チエチエニア、ダゲスタンの７共和国、１０％から５０％までで

あるのは、チェリャビンスク州、オレンブルグ州、アストラハン州、アドウィゲイ共和国

の４構成体、５％から10％までであるのが、マリエル共和国、ウドウムルト共和国、テユ

メン州、ペンザ州、サラトフ州、カルムイク共和|卦である（地図３参照）。またロシアに

は１１４のムスリム教育機関、６００の初等メドレッセがあり、数Ｔから１万人の児童生徒が学

習をしている。モスクワでは金曜モスクに３４の学習グループがあって、コーラン、イスラ

ーム史、習慣などを学習している（｣usinSkol，kounasMusurman,と.,200110月１７日）。

２ロシアのイスラーム組織

１）信背団体とムフティヤット

ロシアにおけるイスラーム組織の基礎は個々の信者団体である｡北コーカサスには1,499

の団体があり、内訳は共和国別にダゲスタンLO99、チェチェニア300、カバルデイノ・バ

ルカリア130、カラチヤエヴオ・チェルケシア108、イングシェテイア８５、アドウイゲイ

28,北オセテイア１９である。また般近10年間にＬ３２Ｚの文化施設が建設されている。ま
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た政府は既にイスラーム団体に４６８の施設を譲渡済みであり、さらに３２施設の譲渡を検

討中である。以下、ムハメットシン（MukhametsI1in,ＦＭ､Islamvsov1℃meimomrossiiskom

obshshestve,ctr､36-37）により、北コーカサスとロシア本土・シベリアに分け、連邦構成

体毎に団体数を示したが、それぞれに人口、共和国については、基幹民族人口を付け加え

て示した｡なお､基幹民族とは共和国名に表現されている民族であるが、コーカサスでは、

これとは別にコーカサス固有の民族という考えかたもあり、伝統的「ムスリム民族」か

どうかの判定上、意味がある場会がある。なお、現在ロシアでは連邦と各穂連邦櫛成体の

間に連邦区が設置されているが、南ロシア連邦区には、大コーカサス山地部の７共和国に

クラスノダル、スタヴロポリ２地域、ロストフ州を力Ⅱえたソ連時代の北コーカサスに、更

にカルムイク共和国が含まれている。

オヒコーカサス諸共和国

ダゲスタン１，０９９

チェチェン３００

カバルディノ・バルカリヤ］３０

カラチャエヴォ・チェルケスィア］０８

イングシェティア８５

アドヮィゲイア２８

北オセティア・アラニア］９

(258.42万人）基幹諸民族175万

(110.03）チエチエン人８９．９万人

（90.05）カバルダ人３８．６万人

（43.97）カラチヤイ人１５万

（4681）イングーシ人２１．５万人

（44.70）アドウイゲイ人12.3万

（70.,,）オセット人４０．２万人

北コーカサスでは、イスラーム的東コーカサスという性格が非常によく現れていると言

えよう。

ロシア本ニヒ・シベリア・極東では、２６４１の登録済み団体がある。以下の表では、総人口

（典拠ロシア連邦統計局ＨＰ）と基幹民族あるいは、主要な非ロシア民族の名称と人口数

を示した（＊は］989年調査による百分比、＋は1981年調査による概数を一万人単位で記

した）。なお、参考としてチュヴァシ人の人口を付してある。

共和国以下同じ

タタルスタン９８５（377.98）＊タタル48.5％+タタル

］64」バシキルＵ，チ

ユヴアシ]4.7

バシュコルトスタン５６０（410.21）＊バシュキル21.9％、

＊タタル２８４％+タタル

９４．０バシュキル９３．６

チュヴァシ12.2

チュヴアシア３８（I3L39）＋タタル３．８チュバシ８８．８

モルドヴイアⅡ（88.87）＋タタル４．６万
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￣

ウドムルティア

マリエル

アルタイ

カルムイキア

＋タタル９９万

十タタル４

+カザフ0.9

+チェチェン・ダゲ

スタン・カザフ１９万

＋タタル１万

＋タタル１．８万

十タタル0.4万

+タタル１万

2５（157.05）

2４（72.80）

２（20.21）

６（104.09）

サハ

コミ

ハカスィア

ブリヤーティア

(94.81）

(IOL9）

(54.61）

(98.10）

３
１
２
３

地域（krai）以下同じ

アルタイ

クラスノダル

ｌ（260.72）

Ⅱ（512.44）

+カザフL，タタル０．８

+アデイデ1.6タタルユ４

チエルケス０．４

沿海州 ３（206.82）＋タタル１９チユヴアシ

０．５

３０（273.05）＋カラチヤイｌユダゲス

タン３．５チェルケス0.2

アバザ0.2タタル0.8ト

ルクメン０９チェチェン

0.9カバルダ0５

1043.54）

９（216.62）＋タタルユチユヴアシ２．７

スタヴロポリ

ハバロフスク

クラスノヤルスク

州（oblast，）以下同じ

オレンブルグ 0１（217.75）＋タタル15」カザフ９．７

バシキル４３

１３（326.57)＋タタル１３．７バシキルｑ，

カザフ1.0

71（138.23）＋タタル１３．５チユヴァシ

9.2

76（323.98）＋タタル10.４カザフＩ」

バシキル0.6

76（282.44）÷タタル15.8バシキル４．９

７５（360.61）＋タタル22.0バシキル13.3

テユメン

ウリヤノフスク

サマラ

ペルミ

チェリャビンスク

－４７－



カザク２．８

７１（145.34）＋タタル7.8チュヴアシ

０．７

５１（448.,8）＋タタル17.9バシキル３，

３８（10072）＋カザフ10.7タタル7.1

チェチェン0.5ダゲス

タン０．３トルクメン0.2

36（207.92）＋カザフ６」タタル４．７

チュバシ0６

２９（352.40）＋タタル0.7チュバシ０．８

ペンザ

スヴェルドロフスク

アストラハン

オムスク

ニジェゴロド

クルガン

(352.40）

(101.99）

2９

２７ ＋タタル２．３バシキル

Ｌ８ｶｻﾞﾌ1.4チユ

ヴァシ0.2

＋タタル２．，カザフ１２

チュヴァシｑ７

+カザフ6.3ﾀﾀﾙ4.8

チュヴァシＬ７バシ

キル0.3

＋タタル５．２チュヴァ

シＯ，ウズベク0.7

＋カザフ３．５タタル2.6

チュヴァシ10チェ

チェン0.5

＋タタルＬ８チュヴァ

シ0.8

＋タタル１．７チエチエ

ン０．９

＋タタノレ６．５チュヴァ

シ２．６バシキル0.4

＋タタル４．１チュヴァ

シＬ２ウズベキ0.3

バシキル0.3

＋タタル0.7

＋タタル０９

+タタル0.5チュヴァシ

0.1

ノヴォシビルスク 2２（261.22）

2０（266.93）サラトフ

2０（662.70）モスクワ

ヴォルゴグラド 1６（270.25）

９（104.60）トムスク

９（440.67）ロストフ

ケメロヴォ 1１（210.02）

５（258.16）イルクーツク

ヤロスラヴ

ヴラディーミル

カムチャッカ

２（]36.77）

４（152.41）

１（3588）
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コストロム

トヴェル

リャザン

アムール

(73.75）

(147.26）

(122.80）

(90.25）

＋タタル0.3

１
１
１
１

+タタル0.4

+タタル0.8チュヴァ

シ0.2

ヴォログダ

クルスク

カリニングラド

(127.00）

(123.56）

(95.52）

１
１
Ｉ

＋タタル0.3チュヴァ

シ０．３

＋タタルＯ６ウズベク

0.４アゼルバイジャン

０２チュヴァシ0.2

＋タタル10チュヴァ

シ０．３

レニングヲド １（167.11）

ｌ（81.33）ムルマンスク

オルロフ

プスーフ

イヴノヴォ

(86.06）

(7601）

(]]4.81）＋タタル１．１チユヴアシ

0.2

１

１

１

氏族管区(okTug)以1ごlTil

ハントイ・マンシ 2１（143.3]）＋タタル３．８バシキル

0.8

10（ｓｑ７４）＋タタル0.9チユヴアシ

0.09バシキル０．０，

ヤマル・ネネッツ

述川l都TIT(gorodfbdcral，nogoznachcniia)以下同じ

モスクワ２４（1.035.78）＋タタル12.,チユヴア

シ1ｺアゼルバイジャ

ンｑ８カザフｑ４ウズ

ベク0.4バシキル0.ｺ

タジク0.1キルギズ

Ｏ」トルクメン0.1

サンクト・ペテルブルグ２（466.,4）＋タタル3.6チュヴァ

シ０．５

共同体数の小さい地域は、タタル人、バシュキル人、カザフ人、チュヴァシ人などを指

標にするとウラディミル､イヴァノヴオ聯のように､人口数千で１尖|司体を形成してる。

これは居住の様式によっても異なるであろう。信者団体の数が多いチニメンはこの２０数

－４９－



（Fllllに大幅の人lごI噌加がみられるが、同じく団体数が多いウリヤノフスク、ペンザは人l」

噸がない。これらでは宗教活1liljが朧んと言うべきであろうか。1979年調森では、この表で

指標としたタタル人、バシュキル人などの人｢Iが個別に表記されず、その他に含まれてい

るにも拘わらず、ムハメトシンの論文では[］１体数が報告されている地域（｣この表では柵成

民族の欄が空1ヨとなっている）では１９７０年以降の人ロ燗があったと考えられる。逆にリ

ハリン（1979年のタタル人１万１千人）やチタ（|司１万３千人）で信者|J1体数が挙げられ

ていないのは、地域の社会的状況、特に居Ⅱ:形態が拘わるであろう。また、カザン・タタ

ルのみならず、クリミア・タタル、シベリア・タタルなど歴史的に非常に異なった集団が

タタル人などの名称で一括されているため、あるいはカザン・タタルの'１１のエスニックな

差異､正教徒タタル人の存在等が関わる可能性もあろう。それにしても、キーロフ州は１，７９

年の人口調査では、４万５千人のタタル人をｲ｢しているにも拘わらず、－１１３１の信者団(ｲfも

薙録されていないのは、興味が持たれる。

これらの信者'511体は、法務省に宗教団体として蕊録し、モスクを運営・維持する単位と

なるが、通常｣1級の団体に所凧している。その団体は州・共和国など連邦柵成体レベルで、

地力宗務局（ムフテイヤットMuIiiyat）あるいは法官管区（カズィヤットKaziyat）として

組織されている場合がある。史に全ロシア的規模では、ソ連時代に「ソ迎三'一ロッパ部お

よびシベリアムスリム宗務局（DukI1ovnoeUpriwleniemusul''11,nEwopCjskqichastiSSSRi

Sibirii＝ＤＵＭES）が、バシュコルトスタンのウファに殻Iifiされていたが、股後の議長タル

ガット・タジュッデインTaIgatTadzhuddin（タズィエフTazicv）は、１９１４年１１月に第６[Ⅱ１

鰯Ⅱキムスリム大会を開催し、７３８人の代表を集め、ＤＵＭＥＳをTsDUM=ロシアおよび独立lniI

家共同体ヨーロッパ都ムスリムに|]央宗務励Tsentral,!】ocupravlememusurmamRossiii

cvropQiskikhslTanSNGに改編、ロシアの最i1.1iムフテイーVcrkhovnXiMuftij(称号はシェイフ・

アル・イスラム）に選出された。彼はバシュコルトスタン、モルダヴイア、ウドムルティ

ア、マリエル、アルタイ、クラスノダル、ハバロフスク、オレンブルグ、ウリヤノフスク、

サマラ、テュメニペルミ、チェリヤビンスク、ペンザ、スヴェルドロフスク、アストラ

ハン、クルガン、モスクワ（州）、ヴオルガグラド、トムスク、ロストフ、ケメロヴオ、

アムール、レニングラド、モスクワ、サンクトペテルブルグ、ハントィ・マンシ、ヤマル・

ネネツ等の地区を掌握し、登録信者団体８６８の支持を得ている(Mukhamctshin,str､38)。別の

'1'i報によるとタジュッデインは、２９ムフテイー区を掌蝿している（SupportUmmaNcws･

junc2I2003】Ｗ'w・nimonline・com1ViewarticIepI1p?sid=1478）。新興勢力としてTsDUMに対抗

する全国組織として、１，９４イドモスクワ金ⅡlRモスクを中心にラヴイル・ガイヌトッデイ

ンRaviI,OainuIdinが、組織した「に|｣欧ヨーロッパ部ロシア・ムスリム兼務局Dukhovnoc

uPravIeniemusul，manTsentral，noEwopejskogorcgio】]aRossii」（1918年から現在の「ヨーロ

ッパ部ロシア・ムスリム宗務局DukllovnoeuprablcniemusuI，manEvmpQjskogOregionaRossii

（DUMER）」がある。チュヴァシ、モルドヴァ、コミ、クラスノダル、オレンブルグ、ウ

リヤノフスク、ペルミ、ペンザ、ニジェゴロド、サラトフ、モスクワ、ヴォルガグラド、
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ヤロスラフ、ウラディミル、コストロム、トヴェル、リャザン、ロストフ、ヴォログダ、
クルスク、カリニングラド、ムルマンスク、オルロフ、イヴァノヴォ、モスクワ市、サン

クトペテルブルグ等の団体を掌握している｡いくつかの地域ではTsDUMとＤＵＭＥＲの勢力

の競合が見られる。ＤＵＭＥＲに参加している信者団体は、全国に］３５であると言われている
（Mukhametshin,str38）。

さらに、ガイヌトッデインは、1996年第IInlロシア・ムスリム指導者会議を催して、ＤＵ
ＭＴｓＥＲの上部機関としてロシア・ムフテイー会議（SovetMuftiiRossii）ＳＭＲを組織、ら議

長に就任した。この組織にはソ連崩壊後ラディカルな活動を続けているアシロフAsirov、ビ

バルソフBibarsov、ニグマットウリンNigmatu1in等だけではなく、タタルスタン、バシュコ

ルトスタン、アディゲイア、カバルディノ・バルカリア、北オセテイア・アラニア、イン
グーシェティア等の独立系のムフティー管区が加わっている。

さて、ＤＵＭＥＲには１９９７年よりそのアジア的パートナー「アジア部ロシア・ムスリム宗

務局（DUMAChR）があって、原理主義的傾向の強いアシロフの指導のもとにチュヴァシ、
アルタイ、サハ、ハカス、ブリヤーティア、沿海州、スヴェルドロフスク、オムスク、ク

ルガン、トムスク、イルクーツク、カムチヤッカ、ケメロフ、ヤマル・ネネツに勢力を伸

ばし、１０７団体を掌握している。この数は1999年の出版物では６０団体であったので、伸長
箸しいことになる。ＴｓＤＵＭ側のシベリア宗務機関ＤＵＭＳは、西シベリアでDEMAChRと

厳しく対立していたが、こちらも近年組織形態上TsDUMから独立した宗務局であることを

宣言している。ハカス、ノヴオシビルスク、オムスク、トムスク、ケメロヴァ、クラスノ

ヤルスク、モスクワに勢力を築き、６０以上の信者団体を抱えてい（Mukhametshin,str38）。

中立系の信者団体は、カルムイク共和国では「イスラーム・センター」、ハガス共和国

では「サヤンSajan法官管区（kazijat）」、またクルガン法`目･管区、イルクーツクで「バイ

カル法官管区」があり、またタジュッデイン派とガイヌトッデイン派の対立が激しい西シ

ベリアのテュメンのムスリム庁は態度を決めかめている。また「モスク協会Assosiatsiia
MechetOj」は、タタルスタンにタタルスタン共和国ムスリム宗務庁DURT」とは別に、「カ

ザン・ムフテイー区KazanaskijMufiUat」を設立するなど信者組織は変動しつつある
（Mukhametshinstr､38）。

ソ連時代北コーカサスには「北コーカサス・ムスリム宗務庁Dukhovnoeuprablenie
musurmansevemogoKavkaza=DUMSK」が置かれていたが、現在は共和国毎に宗務局が成

立し、全体をイングーシ人マゴメド・アルボガチイェフMogamedAlbogachievの北コーカ
サス・ムスリム協力センターKoodinatsionnyjTsentrmusuI,manSevemogoKavkaza（200]年
１月成立）によって統合されている（Mukhametshin,str36）。

連邦区毎の概要を述べよう。中央連邦区ではモスクワ地方（市と州）に信者が集中し、

TsDUMとＤＵＭＥＲが対立するが、それ以外ではＤＵＭＥＲが強いとは言え、信徒共同体数

そのものは極少ない。北西連邦区でもＤＵＭＥＲが強いが、ここでも信者団体数は極く少な

い。南ロシア連邦区では、カルムイキアを除く共和国部は北コーカサス・ムスリム協力セ
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ンターに属している。同連邦区北部ではＴＳＤＵＭＤＵＭＥＲが対抗している。ヴォルガ流域

連邦区は最も強力なグリーン・ベルト（イスラーム教の力が強い地域の呼称）である。特

にタタルスタンとバシュコルトスタンが中心となっている。ウラル連邦区すなわち西シベ

リアではタタルスタンやバシュコルトスタンのような中心はないものの強力なイスラー

ム地帯である。ヴォルガとウラルの信者分布は、タタール人の広がりと関係していると見

られる。東シベリアは、即ちシベリア連邦区であるが、南部の都市に信者団体が展開して

いるが、アシロフの支持者はタジュッディン支持者と互角に組織を展開している。このよ

うにTsDUMはグリーンベルトで支持|丈|体が多いが、これは1980年以来信者組織の長であ

るタジュッディンの組織の伝統主義的性格を反映していると見られる。一方、中央連邦

区・北西連邦区・シベリア連邦区・極東連邦区都市部、およびモスクワ地方やグリーンベ

ルトでも都市部を中心に展開していることが、ガイヌットデイン、アシロフの組織の特徴

である。特に教義的にアシロフに顕著な傾向は、彼の発言にワッハーブ主義擁護の傾向が

見られることである。登録信者団体に基づく上の数字は、信者団体の６５％がＤＵＭＥＲに、

僅か15％がTsDUMに従っている、あるいはTsDUMは人Ｕ希薄地のムフテイヤットを押
えているに過ぎないというガイヌッディンの主張を裏付けるものではない（KaruShSara

IslamicLeadersClasM`ｖｏｃａｌｅｓｏ〃ｂｅﾉＪｑグｑ/・・んｗｓｍＲｚｌＷｑ,【ﾉﾙ'ﾛ"1α,ｌｈｃＢａ順ｃＳｌｑ化ｓ

＆E"'．αＳｍ,AssociatedPにＳＳＰ4.17.2002=www・NcSjiqi､org/AuxPages/O4I703APJihad､shtmI）。

２）ムスリム信仰組織の統合。

ロシア２大ムスリム組織の関係は、設立の経緯（北川８－９頁）からみても、大変険悪であ

った。一方、教義的にみるならば、タジュッデインにロシアのムスリムとしての歴史性・

地域性を強調する恢向がある点を除くと両者には字実質上大きな違いはなく、両組織の長

は共にいわゆる「テロリズム」を批判している。両組織は統合をＨ指すべきであるが、そ

うすることでロシア政府は組織間の無意味な対立や信者の中の紛争を避けることができる

だけでなく、ロシア正教会を相対化することが可能になる。今日欧米における国家と宗教

の関係は、フランス型非宗教、英米型の一対一対応、ドイツ型の平等な対応等が見られる

が、ロシアではこれらと異なって、－対一対応から、政府が全宗教組織に君臨するソ連型

の宗教政策を採ることができるであろう。

オスマン帝国において、皇帝（スルタン）はムスリムの長であるシェイヒュルイスラム

とアルメニア、ユダヤ、正教其々の長を通して、全臣民の支配肴であった。逆に'１｣世グル

ジア王国においては、首都トビリスィの大法官（カーディー）は、グルジア王の臣民たる

ムスリムの代表者であることが期待された。前説で述べたようにロシア人口のかなりの部

分をムスリムが占める現実からみて、ロシアがキリスト教国家として大統領とモスクワの

総大主教との関係にあるものを、同時にムスリム国家として大統領と大ムフティーの間に

築くことは、宗教政策上、非常にバランスの取れた戦略である。正教とイスラームにバラ

ンスのとれた共存関係を与えて、育成しようとする政策は、既にロシア外部ではアゼルバ
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イジヤンで、内部ではタタルスタンにおいて実施されている。これによってロシアは始め
て正教とイスラーム教の両而を持つ国家となり、図瀧の双頭の鷲のように〕|〔西をみわたす
ユーラシア国家として明確な自己定義を行うことができ、国家行政制度の'１１で共和|劃大統
領や州jMlzll:を通じてロシア国腿たるムスリムTl了民を統治するだけでなく、大ムフティーを
通じてロシア国内外のムスリムに権威を示すことができる。また対外的には、ムスリム宗
務局を雌大阪に利１１Iしたソ連時代の中〕|〔政策を継承することができよう。イラク戦争の過
程で1=|I象付けられように、将来ロシア述ｊ１ｌ大統領はili教徒とムスリムのための大統領にな
る二とができるであろう。このようにして、’コシアは、ハンチントンの「文IﾘＩ間の衝突」
というU2組を取り除くことができるが、その結果はロシア－国だけではなく、全世界に及
ぶことが期待される。

このような見地からするとタジュッディンのイスラーム理解およびロシア鯉はロシア大

統領の柵想に最も適切な理論的ｊｉ&雛を与えるであろう。彼はロシアにおけるイスラーム''19
発展を主張し、極く肢近は、ｌ:lらが胴する組織を「聖ロシア・ムスリム111央イスラーム宗
務局IsIamskiiTsenlraInyiDukhovnYjUpravncnieMusul，manSViatQjRosii」と改称したと言われ
る（Pukhov,Artcm・TnlgatTadzhudinvdcIskomsadu./VC-RGﾉigjj,No.98,2003）。

ネドウモフは、「クレムリンのロシア・ムスリムの三1二要な中心紺織を単一の宗務組織の
保護下に統一する試みは、うまく行きそうである。先Ⅱ、TsDUM聯部会の臨時会議が開催
された。表ifilきのgl1Illはイラクの戦争についてであったが、その主要な結采は、国内の=l｛
要イスラム組織指導者によるロシア最商イスラーム評継会招集が決定されたことである

（OIegNcdumov・IsIamskieIideIystrqiatSjavokrugKTemUaJVG27Mar(a,2003）。さて、一方ガ

イヌットデインが般焚を勤める「ムフティー評議会」は、中立系、独立系ムフティーも参
加していて、そもそも全ロシアのイスラム組織の統合を目ざしたものであるので、ワシン
トン・ポスト誌のスザン・グラサーは、「この分裂は|画家の利lMiにかなっている。政府の
中には、ムスリムの統合に興りl§を持たない人々がいる。なぜならば、２千万人というムス

リムの数は、一国にｌｌＥ敵する強力なものだ。だから勿論彼らは統一したムスリム社会を恐
れている。分断と統治が有効だからだ」とするガイヌッデインの言葉を伝えている

（GIasser,SusanB・Muslimslhccwidersprcadpcrseculion,cvcn6onlcachotl1er,刀leCojJ“ノゴ
Ｍｂ""0J．Ｏ〃LbJe,Z4Dcccmber,2002wwwqcmonilor,ＣＯ、/Stories/news/reccn【2002/l224russiamusli

ms2002､shlmI）。しかし、問題は常に人?１１:にあって、iilkが最高ムフテイーに就任するかが

重要である。タジュッディンには1991年のクーデター未遂事件にあって、臨時|画家評議会
側を支持するという戦術_'二の失敗があり、政府補助金交付額では、ガイヌッディン側に大

きく水をあけられていた。しかし、１９１６年３Ｎタジユッデインは大ムフテイーとして、当
時のイェリツィン大統領と会i淡し、プチーン大統領就任後には、対･ロシア政府関係は－１１Ｗ

改善されて、２００１K|皇には建立したばかりのウーファ・リャリヤテュルパン・モスクに大統
領を迎えることができた。２００２年５月の「過激派取締法」採択においても、ガイヌットデ

インがワッハーブ派の厳密な定鍵無しには、法案に反対したのに対して、タジュッデイン
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は馴極的支持の態度を示した。アンドレイ・イグナチェフAndrqiIgnat，eｖは、2002年の「ｲlユ
噸からすでに二度も彼はプーチン大統領と会兇した｡TsDUMの長とクレムリンとの接近は、
多くの人々にl]錐されている。これはタジュディンが自ら入念に計画した政策に好都合で
ある。彼はロシアにおいて優勢で、文化的に発達した宗教として公然とⅡ司教を擁護する数
少ないムスリム脂尊者の一人である」（jVU-}Wigii,No.5(113)JOMarta,2003)」と述べている。

結び

ロシアのムスリム人口推計にはいくつかの方法が試みられている。第１の方法はロシア

国藤所有者および'1:所蓬録済み外国人、未雛録ムスリム外国人や彼らのロシア人家族の合
訓・である第２の方法は、ロシア国民中伝統的にムスリム民族であるとみなされる民族の人
ロを機械的に合算して得られるが、さらにここから非信瀞数を推計して減じる方法もある。
これらの結果得られる数字は、７－８百万から３千万と大きく鑑がある。

信者組織は大きくはロシア・ヨーロッパ部を統括するTsDUMとDUMER、およびそれ

らと連携して、共々アジア部を脂導するＤＵＭＡＲとDUMACI1IRが存在するが、「|』立・独立

の組織の存在も無視できない。

ＩA1々の信者と柚;区の間には、備考団体（RO）が組織される。法務省に識録されたものは、

2,641団体であるが、非登録のものも多いと見られている。

このような複雑な組織は統治上の観点からは非常に不便であるが、統一してよりプーチ

ンに近いTsDUMのタジュッディンを長にするか､あるいはこれまでのように二つの大糾織

を操縦する方法を選ぶか、ユーラシア国家としてのロシアの国家的性格にも'3Mわって、今

後の1mj向が注[1される。
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地図１ロシア連邦区

西から、南ロシア連邦区、中央連邦区、ヴォルガ沿岸連邦区、北西連邦区、ウラル連邦区、

シベリア連邦区、極東連邦区
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地図２ロシアのグリーンペルト（『モスクワ・ニュース』誌より）
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地図３ロシアのグリーンペルト（『イズヴエステイア』誌より）
連邦構成体毎に、全人口に占めるイスラム教徒の割合を、５０％以上、10-15％、5-10％の

三段階で示している。


